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        校長 石川 義信 

先日、ある講演会※１でコミニュケーションに関する所見を聞き、改めてコミュニケーション

（能力）について調べてみました。すると、以前、文部科学省の有識者会議において、「いろい

ろな価値観や背景をもつ人々による集団において、相互関係を深め、共感しながら、人間関係や

チームワークを形成し、正解のない課題や経験したことのない問題について、対話をして情報を

共有し、自ら深く考え、相互に考えを伝え、深め合いつつ、合意形成・課題解決する能力」と定

義されていました。 

 しかし、コミニュケーション能力の育成といわれると、私たちは、「自分の考えをきちんと整

理して的確に伝えること」にばかり目が行きがちだった気がします。講師の先生はまさにその点

を指摘されており、「コミニュケーションは『受け手が９割』」と述べられていました。「どん

なに伝え方が素晴らしくても、受け手が閉ざしていたら、コミニュケーションは成立しない。一

方、伝え方がどんなに悪くても、受け手が優れていれば、コミニュケーションは成立する。」と

のことでした。受け手として、言語能力に関わることとして「理解力、質問力」を伸ばすととも

に、非言語能力に関わることとして「観察力、共感力、傾聴力、雰囲気」を高めていくことが重

要になります。 

 生徒のコミニュケーション能力の育成にあたって、それから、自分自身のコミニュケーション

能力を高めていくにあたって、肝に銘じておきたいと思いました。 

 ※１ 2023年１月 26日 茨城県教育振興大会並びに研修会 

        演題「イマドキ若手育成術～１on１ミーティングを通した自立型人材育成」 

    講師 （株）ＩＫ！ＩＫ！（イキイキ）代表取締役 栄木 憲太郎 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １月 10日(火)に３学期がスタートしました。始業式はオンラインで実施しました。各学年の代表生徒

が、３学期の抱負を力強く発表してくれました。 

コミュニケーションは「受け手」が９割 

１月 11 日(水)に、避難訓練・防災教室を実施しました。市役所消防防災課の講師の先生の

話を聞いて、防災意識を高めました。 

 

  12 月 20 日(火)に、筑西市出身で現福岡ソフトバンクホークス投手コーチの齋藤学氏をお招きし

て、記念講演を実施しました。夢や目標に向かって前向きに努力を続けることの大切さを、体験談を

交えながら熱く語ってくださいました。２年生は会場で、１・３年生は教室からオンラインで講演会

に参加をしました。 

12 月８日(木)に、東京シティーフィルハーモニック管弦楽団の演奏会を

実施しました。クラシックやポピュラーソングなど、プロの演奏に触れる貴

重な機会となりました。オーケストラの楽器の紹介や、指揮者体験などもあ

り、楽しく心豊かな時間を過ごしました。 

 


